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装
し
て
３
年
前
に
開
店
。
地

元
の
方
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
お
り
、
農
業
相

談
や
農
地
貸
借
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
き
っ
か
け
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

当
日
は
、
子
育
て
に
も
奮

闘
中
の
村
瀬
梓
委
員
が
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
。
気
さ

く
な
マ
ス
タ
ー
（
谷
村
委

員
）
が
淹い

れ
る
こ
だ
わ
り
の

コ
ー
ヒ
ー
で
一
服
し
、
至
高

の
ひ
と
と
き
に
話
が
弾
ん

だ
。
ア
イ
デ
ア
が
広
が
り
、

充
実
し
た
委
員
会
だ
よ
り

（
令
和
７
年
11
月
号
）
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(

京
田
辺
市
農
業
委
員
会)

京
田
辺
市
農
業
委
員
会
で

は
、
広
報
誌
「
き
ょ
う
た
な

べ

の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ

よ
り
」
を
年
３
回
発
行
し
て

い
る
。
広
報
ア
イ
デ
ア
委
員

会
の
委
員
が
編
集
会
議
を
毎

月
開
き
、
農
家
以
外
の
市
民

の
方
に
も
農
業
に
興
味
が
湧

く
話
題
を
出
し
合
っ
て
企
画

編
集
し
て
い
る
。

新
鮮
な
発
想
で
誌
面
に
つ

い
て
話
し
合
う
た
め
、
９
月

の
編
集
会
議
は
、
市
役
所
の

会
議
室
を
飛
び
出
し
、
谷
村

雅
昭
農
業
委
員
が
営
む
喫
茶

店
「
ハ
ッ
ト
」
で
開
い
た
。

住
宅
地
の
中
に
あ
る
小
さ
な

お
店
は
、
か
つ
て
の
蔵
を
改

が
高
い
京
都
市
内
で
営
農
を

継
続
す
る
た
め
、
相
続
税
・

贈
与
税
納
税
猶
予
を
受
け
て

い
る
農
地
も
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
れ

ば
、
農
業
用
施
設
用
地
や
機

械
も
納
税
猶
予
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
「
ト
ラ
ク
タ
ー
や

軽
ト
ラ
も
納
税
猶
予
の
対
象

に
な
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

を
受
け
て
、
関
心
の
高
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

京
都
市
農
業
委
員
会
で

は
、
私
を
含
め
６
人
の
女
性

委
員
が
活
動
し
、
男
性
委
員

の
協
力
も
得
て
、
小
学
生
が

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
を
体
験
す
る
食
育
活

動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
中
立
委

員
の
立
場
か
ら
、
京
都
市
の

農
地
と
農
業
を
守
る
た
め
、

他
の
委
員
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
京
都
市
農
業
委
員
会
・

阪
本
純
子
委
員
）

「
京
都
府
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
業
務

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

９
月
の
定
例
総
会
で
は
、

私
か
ら
事
業
承
継
税
制
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
地
価

４
年
前
に
農
業
委
員
に
就

任
し
た
中
立
委
員
で
す
。
中

小
企
業
診
断
士
と
し
て
、
産

業
振
興
と
地
域
課
題
解
決
の

両
面
で
企
業
や
団
体
を
支
援

し
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
は

ー
ズ
が
あ
る
」
と
販
路
の
拡
大
を

め
ざ
し
て
い
る
。

野
菜
と
米
は
、
向
日
市
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ま
ち
て
ら
す
Ｍ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
」
で
販
売
し
て
い
る
が
、
将

来
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売

し
た
い
と
い
う
。

今
後
、
荒
廃
竹
林
と
な
る
と
懸

念
さ
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
畑
を
管
理
す

る
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
生
産

規
模
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
抱

負
を
語
る
。

（
向
日
市
農
業
委
員
会
）

向
日
市
物
集
女
町
の
植
田
正
幸

さ
ん
（
67
）
は
、
２
年
前
に
定
年

退
職
し
て
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
、

特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
、
水
稲
、
ナ
ス

・
オ
ク
ラ
・
レ
タ
ス
・
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
な
ど
の
露
地
野
菜
を
約
40
㌃

で
栽
培
し
て
い
る
。

「
向
日
市
産
タ
ケ
ノ
コ
の
お
い

し
さ
を
全
国
の
方
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
る
植
田
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ

に
出
荷
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
タ
ケ
ノ
コ
を
直
売
。

「
都
市
部
か
ら
の
注
文
が
多
く
ニ

向日市 植田正幸さん タ
ケ
ノ
コ
を
直
売
で
全
国
に
発
信
「まちてらすＭＵＫＯ」で販売している

野菜を紹介する植田さん

京
都
ス
マ
ー
ト
農
業
勉
強
会

12
月
16
・
17
日
開
催

提
案
は
、
①
担
い
手
を
確

保
・
育
成
す
る
施
策
、
②
地

域
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を

支
え
る
施
策
、
③
農
業
生
産

を
支
え
る
施
策
、
④
地
域
計

画
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な

措
置
、
⑤
各
地
域
の
課
題
・

要
望
に
対
す
る
支
援
の
５
本

柱
に
ま
と
め
て
行
っ
た
。

担
い
手
育
成
で
は
、
地
域

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
農

業
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な

支
援
を
は
じ
め
、
新
規
就
農

者
を
迎
え
る
地
域
で
の
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
の
支
援
、

半
農
半
Ｘ
や
移
住
者
な
ど

「
多
様
な
農
業
人
材
」
に
地

域
農
業
へ
の
参
画
を
促
す
取

り
組
み
の
強
化
な
ど
を
要
望

し
た
。

地
域
農
業
の
仕
組
み
づ
く

り
で
は
、
兼
業
農
家
や
非
農

家
を
含
む
地
域
住
民
が
農
業

に
参
画
す
る
活
動
を
促
す
た

め
、
地
域
の
主
体
的
な
取
り

組
み
を
応
援
す
る
施
策
メ
ニ

ュ
ー
を
要
望
し
た
。

農
業
生
産
を
支
え
る
施
策

で
は
、
再
生
産
可
能
な
農
産

物
価
格
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
有
害
鳥
獣
の
通

年
捕
獲
な
ど
農
作
物
被
害
を

減
ら
す
施
策
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
ク
マ
対
策
の

抜
本
的
強
化
な
ど
を
求
め

た
。地

域
計
画
の
実
現
支
援
で

は
、
受
け
手
不
在
の
農
地
を

団
地
化
し
、
担
い
手
や
地
域

外
か
ら
の
参
入
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
農

業
委
員
会
や
農
業
会
議
の
活

動
支
援
を
要
望
し
た
。

西
脇
知
事
は
、
「
現
場
で

地
域
計
画
の
実
現
に
向
け
て

活
動
し
て
い
る
農
業
委
員
会

や
農
業
会
議
と
連
携
し
て
、

担
い
手
を
支
援
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
回
答
し
、
農
業

会
議
の
提
案
を
施
策
に
反
映

す
る
考
え
を
示
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
に
役
立
つ
勉
強
会
が
府
内

２
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。
入

場
は
無
料
で
、
水
稲
向
け
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
や
サ
ー

ビ
ス
の
展
示
、
衛
星
デ
ー
タ

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ツ
ー
ル

や
府
内
農
業
者
の
導
入
事
例

の
紹
介
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
京
都
府
と
京

都
府
農
業
会
議
が
、
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

12
月
16
日
（
火
）
に
亀
岡

会
場
（
京
都
府
農
林
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
）
、
12
月
17
日

（
水
）
に
綾
部
会
場
（
綾
部

市
中
央
公
民
館
）
で
開
催
さ

れ
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
の
日
程
で
行

わ
れ
る
。

詳
細
は
、
府
農
業
会
議

（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
課
、
☎
０

７
５
・
４
１
７
・
６
８
８

８
）
ま
で
。

令

和

８
年
度

農
業
施
策
を
西
脇
知
事
に
提
案

格
外
品
に
自
動
選
別
で
き
る
台
車
を

開
発
し
、
収
穫
後
は
規
格
品
の
等
級

別
仕
分
け
を
す
る
だ
け
で
済
む
よ
う

に
す
る
予
定
。
位
置
情
報
の
取
得
が

可
能
な
台
車
で
、
将
来
的
に
収
穫
位

置
と
果
実
の
デ
ー
タ
を
紐ひ

も

づ
け
て
栽

培
管
理
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
見

据
え
て
い
る
。

今
後
は
、
軽
量
化
と
操
作
性
の
向

上
に
よ
り
、
現
場
へ
の
普
及
を
め
ざ

し
て
い
る
。

※
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
「
戦
略
的

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・
改
良

（
Ｊ
Ｐ
Ｊ
０
１
１
３
９
７
）
」
の
支

援
を
受
け
た
研
究

府
農
林
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
や

企
業
と
連
携
し
て
ト
ウ
ガ
ラ
シ
収
穫

選
果
台
車
の
開
発
を
進
め
て
い
る

（
※
）
。

「
万
願
寺
甘
と
う
」
産
地
の
中
丹

地
域
で
は
、
５
月
か
ら
11
月
頃
ま
で

収
穫
が
続
く
が
、
最
盛
期
の
真
夏
に

は
、
収
穫
と
選
別
に
多
大
な
労
力
が

必
要
に
な
る
。

今
回
開
発
し

た
コ
ン
セ
プ
ト

機
で
は
、
収
穫

か
ご
を
載
せ
る

台
車
に
規
格
外

品
を
判
別
す
る

画
像
撮
影
装
置

を
搭
載
し
、
ほ

場
で
の
運
用
時

の
課
題
を
抽
出

し
た
。

今
後
は
、
搭

載
し
た
選
果
機

で
規
格
品
と
規

担
い
手
育
成
や
地
域
計
画
の

実
現
支
援
な
ど
を
要
望

収穫時に規格品を選別
トウガラシの収穫選果台車

農
林
セ
ン
タ
ー
栽
培
技
術
開
発
部

京
都
府
農
業
会
議
（
栗
山
正
隆
会
長
）
は
、
11
月
13
日
、
「
令
和
８
年

度
京
都
府
農
業
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
提
案
」
を
行
い
、
西
脇
隆
俊
知

事
、
鈴
木
一
弥
副
知
事
と
意
見
交
換
し
た
。

府農業会議

谷村委員が営む喫茶店で開いた編集会議（９月24日）

京 田 辺 市
農業委員会

楽
し
い
編
集
会
議
で

｢

農
委
だ
よ
り｣

が
充
実


楽
し
い
編
集
会
議
で

｢

農
委
だ
よ
り｣

が
充
実


西脇知事（左）に提案書を渡す栗山会長（11月13日）

総
会
で
事
業
承
継
税
制
を
研
修


定例総会で事業承継税制について

説明する阪本委員（９月９日）

京都市農業委員会

開発した収穫選果台車のコンセプト機

京都 ８年(令和7年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


